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■
研
究
十
二
月
往
来
〈
426
〉

　

   
「
改
正
」さ
れ
た
和
泉
流〈
禁
野
〉
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和
泉
流
野
村
万
蔵
家
に「
改
正
狂
言
」と
称
す
る
一

連
の
台
本
が
あ
る
。「
靫
猿
・
杭
か
人
か
・
煎
物
・

薩
摩
守
・
棒
縛
・
業
平
餅
・
猿
座
頭
・
鞠
座
頭
」
と

他
に「
三
人
片
輪
・
不
聞
座
頭
」併
せ
て
十
曲
で
、
文

化
九
年1812

以
前
に
三
宅
藤
九
郎
家
に
お
い
て
、

従
来
の
和
泉
流
演
出
に
改
訂
を
加
え
た
も
の
で
、
習

物
に
準
じ
る
扱
い
が
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
内
容
に
つ

い
て
は
小
稿「
和
泉
流
改
正
狂
言
小
考
」（
関
西
大
学

「
国
文
学
」平
29
）で
報
告
し
て
い
る
。
三
宅
派
の
狂

言〈
禁
野
〉も
そ
れ
に
近
い
大
幅
な
改
訂
が
な
さ
れ
て

い
た
。

　

こ
の
程
、
野
村
萬
師
の
お
稽
古
で〈
禁
野
〉
が
対

象
に
な
っ
た
。
以
前
、
狂
言（
鶯
）の
語
り
に
つ
い
て
、

中
世
古
今
注
と
の
関
わ
り
か
ら
台
本
を
検
討
し
た
こ

と
が
あ
っ
た
が
、〈
禁
野
〉に
も
そ
の
よ
う
な
語
り
が

あ
る
。
萬
師
ご
自
身
も
昭
和
三
十
五
年
十
月
の「
あ
と

り
え
」の
み
の
ご
出
勤
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
時
の

台
本
を
用
い
て
の
お
稽
古
と
な
っ
た
。
そ
の
台
本
に

萬
師
に
よ
る
付
記
が
あ
り
、
五
世
万
蔵（
萬
齋
）の「
見

聞
草
」か
ら〈
禁
野
〉関
係
の
記
事
が
引
か
れ
て
い
た
。

一
矢
で
射
殺
し
て
の
け
る
そ
れ
は
ト
仕
手
ノ
側

ヘ
寄
ル
ナ
リ

此
通
行
ノ
内
ニ
弓
矢
ヲ
奪
ヒ
ト
ラ
ン
ト
テ
ス
キ

ヲ
狙
ロ
ウ
意
専
一
ナ
リ

　

こ
れ
は
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た〈
禁
野
〉
に

つ
い
て
の
新
し
い
資
料
で
あ
る
。
た
だ
し
あ
と
り

え
公
演
で
は
こ
の
演
出
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ

れ
を
生
か
し
て〈
禁
野
〉を
再
考
し
て
み
た
い
と
思
え

た
。
お
稽
古
で
は
、
い
つ
も
の
よ
う
に
各
時
代
・
各

流
の
台
本
を
取
り
揃
え
て
の
検
討
の
機
会
が
あ
っ
た

が
、
そ
こ
で
万
蔵
家
の
台
本
は
、
他
の
宗
家
系
和
泉

流
諸
台
本
と
は
大
幅
に
異
な
る
演
出
を
持
っ
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

狂
言〈
禁
野
〉の
遠
い
本
説
は
、
堀
口
康
生
氏「
も

の
い
へ
ば
長
柄
の
橋
の
橋
柱
―
人
柱
伝
説
と
謡
曲

『
長
柄
』の
間
」（『
猿
楽
能
の
研
究
』桜
楓
社
昭
63
）で

説
か
れ
て
い
る
。
中
世
古
今
注
の
長
柄
橋
人
柱
伝
説

が
世
阿
弥
と
同
時
代
に
は
成
立
し
て
い
た
能〈
長
柄
〉

と
な
り
、
次
に
人
柱
伝
説
の
後
半
部
分
の
、
三
年
物

云
わ
ぬ
女
が
禁
野
で
射
ら
れ
た
雉
を
見
て
和
歌
を
歌

っ
た
と
い
う
後
日
譚
か
ら
能〈
禁
野
〉（
金
春
禅
鳳
作
）

が
作
ら
れ
た
。
こ
れ
が
狂
言
語
り
の
本
説
と
な
る
。

　

永
井
猛
氏「
狂
言〈
禁
野
〉の
形
成
と
展
開
―
狂
言

と
古
今
集
注
―
」（『
狂
言
変
遷
考
』
三
弥
井
書
店
、

平
14
）は
近
世
初
期
の
台
本（
大
蔵
流
虎
明
本
・
和
泉

流
天
理
本
・
鷺
流
享
保
保
教
本
）を
用
い
た
行
き
届

い
た
作
品
研
究
で
あ
る
。
詳
細
は
そ
れ
に
依
ら
れ
た

い
が
、
こ
こ
で
は
要
点
の
み
記
す
。

　

天
正
狂
言
本
に
見
え
る
廃
曲〈
弓
山
立
〉が〈
禁
野
〉

の
原
型
で
、
①
山
賊
が
弓
矢
で
脅
し
て
侍
を
裸
に
す

る
こ
と
、
②
山
鳥
が
い
る
と
だ
ま
し
て
弓
矢
を
取
っ

て
逆
転
す
る
こ
と
が
近
世
以
降
の〈
禁
野
〉と
共
通
要

素
で
、
大
蔵
流
は
盗
人
的
な
ア
ド
二
人
が
出
、
シ
テ

が
禁
野
名
所
説
話
を
語
り
、
ア
ド
が
禁
野
後
日
譚
に

ふ
れ
る
。
鷺
流
は
登
場
人
物
二
人
が「
本
式
」と
し
な

が
ら
大
蔵
流
を
意
識
し
て
三
人
物
と
し
、
シ
テ
が
禁

野
名
所
説
話
と
長
柄
人
柱
伝
説
を
語
る
。

　

和
泉
流
の
最
古
本
は
天
理
本（
正
保
３
頃
、1646

）

で
あ
る
。
こ
れ
と
現
行
万
蔵
家
本
を
比
較
す
る
。

以
下
、
小
段
に
分
け
て
天
理
本
の
要
点
を
引
く
。

①
大
名
が
弓
矢
を
持
っ
て
登
場
す
る
。「
大
か
た〈
鳫

つ
ふ
て
〉の
心
」と
注
す
る
。
そ
れ
は「
か
く
れ
も
な

い
ゐ
て
」と
名
乗
り「
野
あ
そ
び
に
」出
て
、「
よ
い
物

も
あ
ら
ば
ね
ら
わ
う
」と
い
う
。
道
行
き
で「
似
合
物

あ
ら
は
此
弓
を
も
た
せ
た
い
」と
言
う
。

②
ア
ド「
急
の
使
」で
登
場
。

③
シ
テ
声
を
掛
け
る
。「〈
昆
布
売
〉の
心
也
、
弓
矢

を
も
た
す
る
也
」と
注
す
る
。〈
昆
布
売
〉で
は
太
刀
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を
持
た
せ
よ
う
と
し
、
断
ら
れ
て
太
刀
を
抜
い
て
脅

し
て
持
た
せ
、
同
道
す
る
。

④
道
行
き
で
、
ア
ド
を
下
人
扱
い
す
る
、〈
昆
布
売
〉

と
同
じ
と
注
記
す
る
。

⑤（
だ
ま
し
て
弓
矢
を
取
る
段
ナ
シ
）

⑥
ア
ド
は
シ
テ
を
脅
し
、（
刀
）・
小
袖
上
下
を
奪
っ

て
去
る
。「
後
は〈
二
人
大
名
の
こ
と
く
、
か
た
び
ら

斗
に
な
る
」と
注
す
る
。

⑦
残
さ
れ
た
シ
テ
は
、「
是
に
つ
い
て
、
思
ひ
だ
い

た
む
か
し
の
物
語
が
あ
る
」と「
長
柄
の
橋
柱
」伝
説

と
そ
の
後
日
譚
の
、
三
年
物
を
言
わ
な
か
っ
た
女
が

禁
野
で
雉
子
が
射
ら
れ
た
時
、「
物
い
わ
は
、
父
は

な
が
ら
の
橋
柱
、
な
か
ず
は
き
じ
も
い
ら
れ
ざ
ら
ま

し
」と
歌
っ
た
故
事
を
語
り
、
自
分
も「
彼
す
つ
は
め

に
弓
矢
を
持
せ
ず
は
、
か
様
の
な
り
に
は
成
ま
ひ
物

を
」と
、「
し
な
い
た
り
」と「
な
き
入
」ま
た
は「
お
い

込
」留
め
。

万
蔵
家
本
の
問
題
点
を
引
く
。

①
道
行
き
で
、「
供
を
連
れ
ず
」「
不
自
由
」な
の
で
、

「
似
合
し
い
者
」を「
召
し
連
れ
う
」と
言
う
。

②
同
じ
。
③
シ
テ
は
ア
ド
を
弓
矢
で
脅
し
、
同
道
す

る（
持
た
せ
る
の
で
は
な
い
）。

④
道
行
き
で
、
シ
テ
は
供
を
連
れ
ず「
一
人
で
淋
し

さ
に
」同
道
し
た
と
言
う
。「
禁
野
へ
鳥
を
狙
い
に
行

く
」と
言
い
、「
殺
生
禁
断
」で
は
な
い
か
、
と
言
わ

れ
て
、
だ
か
ら
鳥
が
多
い
、
人
が
咎
め
た
ら
、
こ
の

「
尖
り
矢
で
」「
一
矢
に
射
殺
し
て
退
け
る
」と
答
え
る
。

⑤
禁
野
に
着
い
て
、
ア
ド
が「
大
き
な
雁
が
一
羽
降

り
」た
と
言
い
、
シ
テ
が
探
す
が
見
え
な
い
。
ア
ド

が
代
わ
り
に
射
よ
う
と
、
弓
矢
を
受
け
取
る
。

⑥
⑦
同
じ
。
和
歌
は「
物
言
は
じ
父
は
長
柄
の
人
柱

鳴
か
ず
ば
雉
子
も
射
ら
れ
ざ
ら
ま
し
」。
し
な
い
た

り
留
め
。

　

天
理
本
に
お
い
て
他
曲
と
同
演
出
で
あ
る
こ
と
の

注
記
が
こ
れ
ほ
ど
多
い
の
は
珍
し
い
。〈
弓
山
立
〉と

同
要
素
の
⑥
と
語
り
⑦
が
原
型
で
、
前
半
は
他
曲
の

趣
向
を
借
り
て
作
ら
れ
た
証
と
な
ろ
う
。
万
蔵
家
本

と
は
①「
隠
れ
も
な
い
射
手
」、
②「
急
な
使
」は
共
通

だ
が
、
そ
れ
以
外
の
①
～
⑤
は
異
な
り
、
特
に
③
⑤

が
大
幅
に
異
な
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

鷺
仁
右
衛
門
家
に〈
禁
野
〉が
存
在
し
て
い
た
。
享
保

保
教
本
の
末
尾
に
、
保
教
本
本
文
と
異
な
る
演
出
に

つ
い
て
の
注
記
が
あ
る
。
全
文
を
引
く
。

又
此
比
弓
ヲ
稽
古
致
イ
タ
、
野
辺
エ
出
テ
心
侭

ニ
稽
古
致
サ
ウ
ト
云
テ
出
、
禁
野
ノ
者
ニ
道
連

ニ
成
、
弓
ノ
自
慢
ス
ル
時
ア
ト
自
慢
ハ
メ
サ

ル
ヽ
ナ
、
持
様
万
射
手
ト
ハ
ミ
ヘ
ヌ
、
手
際
ヵ

見
タ
イ
ト
雉
子
ヲ
所
望
シ
弓
ヲ
取
威
ス
シ
ヤ
ウ

モ
有
レ

之
ト
モ
、
趣
向
ア
シ
キ
也

　

保
教
本
は
大
蔵
流
と
同
じ
で
、
ア
ド
二
人
、
シ
テ

は「
殺
生
程
面
白
い
物
」は
な
い
と
言
う
腕
自
慢
で
設

定
が
全
く
異
な
る
。
保
教
改
訂
前
の
、
二
人
物
で
あ

っ
た
伝
右
衛
門
派
の
本
文
も
、
注
記
に
似
た
設
定
で

あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
幕
末
の
書
写
だ
が
、
仁
右

衛
門
派
の
賢
茂
五
番
綴
本（
賢
茂
小
杉
本
）に〈
禁
野
〉

が
あ
り
、
ア
ド
は
禁
野
の
者
と
言
わ
ず
、
注
記
に
見

え
る
ア
ド
の
セ
リ
フ
は
独
白
に
な
っ
て
い
る
が
、
全

体
の
進
行
は
ほ
と
ん
ど
注
記
と
同
じ
演
出
で
、
シ
テ

の
言
う「
稽
古
が
て
ら
射
て
見
度
」、「
壱
人
で
路
次

が
淋
し
い
」と
い
う
セ
リ
フ
も
あ
る
。
注
記
の
記
事

は
享
保
頃
の
鷺
仁
右
衛
門
派
の
演
出
と
考
え
ら
れ
る
。

鷺
流
の
こ
の
演
出
を
和
泉
流
三
宅
家
が
採
用
し
、
シ

テ
大
名
を〈
靫
猿
〉と
同
様
の
、
殺
生
を
気
に
し
な
い

奔
放
な
性
格
に
設
定
し
て〈
禁
野
〉を
改
訂
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。「
一
人
で
は
寂
し
い
」と
い
う
部
分
は
鷺

流
由
来
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
ア
ド
に
つ
い
て
の「
見

聞
草
」の
記
事
は
、
台
本
上
で
は
読
み
取
れ
な
い
が
、

ア
ド
が
道
行
き
の
途
中
で
弓
矢
を
奪
い
取
ろ
う
と
し

て
い
る
と
解
せ
る
。〈
武
悪
〉で
太
郎
冠
者
が
武
悪
を

討
と
う
と
す
る
の
と
似
た
演
出
で
あ
る
。
単
な
る
主

持
ち
の
使
者
に
見
え
た
ア
ド
が
、
相
当
に
能
動
的
な
、

ス
ッ
パ
め
い
た
人
物
と
し
て
造
形
さ
れ
て
い
た
こ
と

に
な
る
。
そ
の
結
果
、
奔
放
な
シ
テ
と
す
す
ど
い
ア

ド
と
の
虚
々
実
々
の
駆
け
引
き
が
前
半
に
存
在
し
た
。

そ
れ
が
改
訂
後
の
三
宅
派〈
禁
野
〉で
あ
っ
た
こ
と
に

な
る
。
こ
の
様
な
大
幅
改
訂
は
改
正
狂
言
の
改
訂
の

仕
方
と
似
て
い
る
。
改
正
と
言
わ
れ
な
い
の
は
、
ま

と
ま
っ
た
改
正
狂
言
以
前
の「
改
正
」で
あ
っ
た
か
ら

と
考
え
た
い
。

　

保
教
が「
此
語
ハ
前
ニ
モ
語
先
定
リ
ハ
末
ノ
語
也
」

と
い
う
よ
う
に
、
語
り
の
位
置
は
揺
れ
て
い
た
。
ア

ド
を
ス
ッ
パ
と
し
、
語
り
を
前
に
置
く
演
出
も
新
し

く
考
え
ら
れ
よ
う
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
文
教
大
学
名
誉
教
授
）


